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 9月２９日（土），テーマ“Eternal Memory～永遠の思い出～”のもと，体育祭が行わ
れました。雨の中の開会式となり，競技ができるかどうか心配されましたが競技が始まる

と天気も回復し，無事に全プログラムを行うことができました。 
全員種目の「よさこいソーラン」の迫力のある演技では，歓声があがっていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ホームページでもごらんになれます。                                

http://www.kake-h.hiroshima-c.ed.jp 

校訓 ～「自主」「誠実」｢気魄｣～ 

 応援合戦 
 私の応援合戦での思い出は，
毎日休まず応援の練習に出て頑

張ったことです。足が筋肉痛にな

り，足を曲げるのがとても痛い時

がありました。それでもあきらめ

ず練習をやり続けました。振りを

覚えられるか不安でしたが，先輩

達がやさしく時には厳しく教え

てくれたので全部覚えることが

できました。 
 本番では，始まる前は足が震え

るほど緊張してしまい，失敗した

らどうしようという不安でいっ

ぱいでした。でも，私は失敗しま

せんでした。今まで以上に最高の

演技ができたと思います。形がぶ

れることなく，みんなぴったりで

すごくきれいだったと思います。 
私は最初，応援団をしたくなか

ったけどやって良かったと思い

ました。最高の演技ができて良か

ったです。 
１１R 栗栖 直人 

体育祭 
 高校での初めての体育祭。実は，
私はこの日をあまり喜ばしく思っ

てはいなかった。暑いだろうし，足

は痛いだろうし。何より，失敗して

みんなの足手まといになるのが嫌

だった。  
 けど，実際に当日を迎えて私の考

えは一転した。雨で肌寒かったし，

足や膝は練習で慣れたせいか，あま

り痛くなかった。何より，みんなで

力を合わせるのに楽しさを感じて

いた。 
 走り綱引きでは勝っても負けて

も笑って，台風の目では PTA に説
明しながら走って苦しくて，でも楽

しくて。声を張り上げて応援した

り，勝ってみんなで喜んだり。一番

嫌だった縄跳びだって，必死に数を

叫びながら跳んだ。練習の時より跳

べて喜んだ。  
 閉会式で振り返ってみると，とて

も笑っていたなと改めて思った。全

力で取り組んでいた自分に気づい

て，私はこれが「楽しい」という事

なのだと思った。 
 あれだけ嫌がっていた体育祭。そ

れが今は，来年が待ち遠しい程に，

楽しかった思い出となっていた。 
１２R 小笠原 綾香 



鈴木信宏氏 

 
 

 
 10 月 12 日（金）に RCC 元アナウンス室長の鈴木信宏氏にお越
しいただき「一芸に秀でることは･･･」という演題で講演をしてい

ただきました。 
 最初に，「声を出すことはあらゆることで得をする」とあいさつ

の大切さを話されました。 
また，「自分の好きなことを生かした社会人生活は，楽しい人生

につながる」と言われ，「しっかり目標を定め，取り組んでいれば

必ず報われる」とあきらめず努力することで，良い結果につながる

と話されました。 
最後に「一芸を見つけてそれに邁進し，夢のある充実した人生を送ってください」と激

励していただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

11月の予定 
 

1日(木)          性教育講演会 
 
12日(月)～18日(日) 学校へ行こう週間 
 
14日(水）       共通学力テスト 
 
15日(木)       校外清掃 
 
17日(土)～18日(日)  加計高祭 
 
22日(木)       進路説明会 
 
29日(木)       防災訓練 
 
30日(金)      公開授業 

～お知らせ～ 

加計高祭 開催！ 
 今年度の加計高祭は 11月 17日（土）
～ 18 日（日）に開催されます。 
テ ー マ は ア ン ケ ー ト の 結 果   

「奏
かなで

～気持ちを奏でる～」に決まり

ました。 
 17 日（土）は，午前中は講演会や  
舞台発表，午後はクラス準備となって

います。 
18日（日）は，一般公開で，展示・
舞台発表・ゲートボール大会・   

バザー・模擬店などが行われます。 
是非お越しください。 

                     
 
 

32Ｒ藤原裕貴くんが，毎日農業記録賞・高校生部門に応
募した作品「キノコの栽培から環境問題を考える！」が優

良賞を受賞するということで，記者の方が取材にこられま

した。毎日農業記録賞とは，毎日新聞社主催で「農業，環

境や食べものについての体験や思いをつづり，農業を取
り巻く厳しい環境の中で，農に携わる方々が活力を得るよ

う励まし，明日への希望を抱いてもらう」ことが目的で毎

年行われています。 
広島県では，昨年の中尾伸彦くん(32Ｒ)に続き，本校生
徒が 2年連続の受賞となりました。 

11月中旬の毎日新聞朝刊で発表される予定です。 

取材を受ける32Ｒ藤原くんと坂本先生 


